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教育研究に於ける資料蒐集の方法
　　　　　　　　　　　　　　　岡　　本　　一　　平。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（激育学部　教育学研究室）
　資料とは何か一明白に研究問題炳
法ｏ決定がなされねばならない。こｏ事は駄育研究に用いられる資料の意味に関する問題を惹起せし
める。モンローとエこ／ダルハルトは近来利用さ･れる資料の類型について、適切な記述をなしている。
即ち資料は思考問題の解答をなす時に用いられる、すべての概念、事実、原理を含む。換言すると資　・
料は我々が思考に於て用いる事物である。この意味は若しも我々が資料ｏ若干に注目すればより明白
になるであろう。
　　　（１）学童ｏ年令
　　　（２）標準検査ｏ得点
　　　（3j）学業成績及び学校記録からのその他ｏ事実
　　・（４）質問紙へｏ解答
　　　（り駄　育　費　　　　　　　　●
　　　（Ｏ税額と税率
　　　（７）校舎の測定値
　　　（８）信念又は意見の論述　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一
　　　（り）校　　　規
　　　（1o）学童、頁数、その他の事物の説明計算
　　ヽ（11）原　　　理
　　　(12)諸学校、事件等の記述
　　　(13)観　　　　察
　　　(14)歴史的知識　　　　　　　　　　　　、
　　　(15)学童作文ｏ談謬　　　　　　　　・
　　　（16）授業の速記録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’･
　「資料の蒐集」二同じく、モンローとエングルパルトは資料蒐集にっいても注目すべき説明をなし
て居り、則］ち、問題が適切に定義された時に解決に必要とされる資料は明白に指示されるものであ
る。それ故に資料を蒐集することは、容易に手近に入手し得るものを、かき集める事を意味するもｏ
　　　　　　　　　　　　　　　ゝ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　÷では、ないのである。むしろ、それは問題に依って特殊化された資料の蒐集を意味するものである。
資料を蒐集するルに依って影響されることが殆どない、又は、全くそうした機会のないような資料で
ある場合に客観的資料と呼ばれる。主観的資料と云ふ言葉は、それと反対の意味を持っている。即ち
資料を蒐集する人（乙）偏見、意見、判断に依って影響されるが如き性格の資料である。多くの種類０方
法が資料を蒐集するに用いられると云う事は資料の上記の類型から明白である。各類型は独自の技術　　。
を要求するも０で各々の型０内で要求せられる技術は問題に依って相異するであろう。アレキサンダ
　　　　　　　　　　・　　　　　　４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　ｉ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　１　）　　　　　　　・
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－は学校統計及びその他類似の性質の資料を蒐集するに必要な方法について適切な論述をなし、観察
官自身の学校記録、質問紙法、印刷された報告、学校調査、雑誌記事その他の資料について論及をな
しているｏ彼は亦資料蒐集に於けるサンプリング（見本2〉の扱い方０良いも０と拙劣なも０との例証
をあげて解説をなしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　「資料０蒐集に利用され得る゛技術」モンローとｆングルハルトは主観的及び客観的資料の蒐集０為
に利用され得る駄育研究０方法又は種々０技術を例証するところ０参考文献０価値あるリストを作り
あげている。　　　　　　’
　Ａ主観的贅料
　　（１）評価の基礎として用いらるべき基準０構成
　　C2)規準０使用
　Ｂ　客観的資料
　　Ｏ）蒐集に用いられる技術
　　　ａ、分　　　　柝　（ｔ）駄科書０分析
　　　　　　　　　　　（り生徒行為の分析
　　　　　　　　　　　（３）記録０分析
　　・b、実験的方法　（１）一　群　法
　　　　　　　　　　　（２）等　価　群　法
　’　　　　　　　　　（り循　環　法
　　　ｃ、歴史的方法
　　　d、面　　接　　法
e、法規に依る方法 （り地位、身
（り判
fヽ質問紙法　（り意
　　　　　　　（２）事
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（２）テ　ス
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ト
　　　　i、観　　　　‘察
　　　（２）用いられる形態
　　　　ａ、生０素材０もO
　　　　b、加工し変形されたもＯ
資料蒐集０場合に上記の中０唯一つ０方法０みに依って充分であることは珍らしく数個の方法の併用
される場合が多いものである。シモンドは以下０如く０べている。問題の分析は例えば一つの型一実
験的型、質問紙法型学校調査型事例研究型０如く一型式に分割規定し得ない糾ﾆ）である。研究は各種
の研究分野０綜合されたも０を要求する。常に以前０仕事の概観、見本０問題ｐ決定、結果の統計的
　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　（２）
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処理の問題等処理の必要が存しているも（Z）である。勿論夫々独立の問題はそれ自身の特異性を持つも
のである。資料を蒐集する方法に差異があり、相異せる強調点が資料０処理の問題０中に必要とされ
る。而して亦、強調点及び技術に於ける差異にかかわら｡す√そうした差異を小さな問題となさしめる
潜在的類似がすべての調査に存在している。恐らく歴史的研究法は他の研究法と同様研究法の型とし
て周知されたものであり而も充分にその真価がよく知られてないも０である。研究０すべてのものは
ある分量０文書的研究を含むべきであり科学的教育の運動の先鞭を取って新しい分野を扱う研究家Ｏ
みが文書的研究を足除されている。歴史的研究の特殊事例で以て一般化し歴史的研究は統計的方法Ｏ
使用を排除するも０と常に決定はされないであろう。シモンドの指適点は適切であり、すべての研究
はある要因を共通に持っも０であるとは云え、資料０蒐集に用いられる各種独特の研究様式が存し哲
学的研究法歴史的研究法質間紙法統計的研究法実験的方法事例研究法活動分析法等０項目の下に研究
技術があげられる。研究の技術０ある種のも０について適切な論文が利用され得ると云う事実は激育
研究家は資料の蒐集に於て明か皿分化した研究様式を認めていると云う事を示すものである。特殊な
例証は実験的方法、事例研究法、学校訓査法に対してなされるであろう。
　　「哲学的主観的研究方法」一教育問題０解決０為の哲学的方法０使用は現今よりも激育の初期の時
代に於て盛んであった。こ０事はむしろ教育学と哲学０間０密接な関聯の自然の成行きであった。実
際激育学は哲学の一分派と考えられた。然し、現今多くの研究家と実践家は教育問題の解決に哲学的
方法０使用を疑閲読するようになって来た。シモンドは研究０方法として０哲学に対して疑問の態度
を表明する興味ある論述をなしている。「哲学的研究」の如きものは存在し得るとは私には思えない。
　「哲学する」とか「演祥的推理」とか「組織」は存在し得るかも知れぬが哲学的研究は存在し得ない
が如くである。恐らくこの問題は哲学と研究の共々の定義に立帰へって論及することが必要になうて
来るであろう。こ０際０哲学は激育哲学が意味せられ晋通それは激育の目的、教育と個人の性質及び
個人が生活している牡会と０関聯、方法０一般的特質、道徳教育等を取り扱うものである、教育哲学・
は原理的に推理０方法を使用する。又一般から特殊へ及ぶ傾向を持っている。之に反して、研究はそ
の最も簡箪な形に於ては観察０難理である。即ち蒐集せられ観察せられ、そして評価又は説明計算さ
れた或物に依存する。激育研究に於て観察又は計算されるも０には自然対象物、人口移動、テスト結
果０如きも０から人々０好き媛い又は意見の如きも０奢で多種多様である。然しすべ七の研究はある
種類の資料の蒐集と難理を含むも０である。哲学は観察０類別に興味を持たないので、それに興味を
持つことになるとそれは科学になってしまう。確に哲学は科学０一般化せるものを受容しそこから発
展さして行く。然し科学０一般化は単に出発点であって目標点ではない。現代的の哲学者は常に科学
の最近の成果を用いるものであるが然し彼はそれ等を自分の研究に用いて実験室に於て用いる０では
ないのである。哲学者の目的は科学を深化する為の探索ではなくして科学の結果を綜合し彼等の相関
関係を明かにし科学の意味及び重大性を特に示すところに存している。それ救に哲学の新しい系統の
発展は研究行為と称し得ない。哲学０新しい系統０_発展は広汎な読書を要求するが然しすべては図書
室又は研究室に於て行はれ実験室又は検査場では行はれない０である。之に対して幾分異った見解を
表明し哲学と研究０曲０結合を主張する人々がいる。「教育の価値ある目的を明かにし目的を建成す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　３　）
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　　る手段を工夫し飲会の目的０為に適切なものとし1ﾆ選定せられた方法及び材料の使用を伴う成功を記
一録するのが研究０任務である。それ故に、一つ０見地からすれば｡研究は哲学的探索を含み他の見地か
　　ら見れば教育研究は哲学が提供する解答を峰をし選定し有効ならしめるもｐである。哲学と研究を分
　　離することが不可能であるのは実験心理学と内観心理学と分離し4尋咆０と同様である。記述的且つ思
　　索的過程がなければ実験的又は科学的活動は解釈を欠如することになる。科学的方法がなければ哲学
　　的探索は具休性を欠くことになる。科学がなければ哲学は不確実でごあり矛盾するものとなり人を信ぜ
　　しめることは出来ない。哲学なくして、科学は盲目であり無意味なもｐである。教育大学も最善の哲
　学的思考の指導的影響に依って、その研究活動を高めつつある。教育問題の解決に於ける哲学的方法
　の位置について現今互に対立する見解が存するけれども激育文献へ０諏要な寄呉は本来哲学的性質の
　ものであるところの方法０使用に依ってなされて居るも０がある。バクレー、ボンサー、チャータ
　･-、カウソツ、カーティス、ホーｙ、ヂャッド、ケエリ←、キルパトリック、ラッグ等の研究家より
　構成された激育研究の為０全国協会委員会の意見の一致０下に定められたカリキュラム構成０新段階
　展開０為０利用さるべき原理の如きはその一例である。その上こｐ委員会０各員は夫々のカリギュラ
　ム構成の興味ある論及の中で･フェルプはこ０激育問題の解決忙哲学的方法ｐ寄､興･を簡明に０べてい
　るｏ激育哲学の強調者として著名な学者の一人であるチヤーレスマクマリーは激育０指導的哲理とし
　て構成した多くの原理０リストを出版している。勿論指導原理のリストは主観的方法の使用に依って
　作り上げられて居り換言すると、それは彼の個人的理諭と経験を表明している。哲学的方法は教育研
　究に専ら使用される方法ではないがそれは多くの調をに於て重要な位おを占めている。実に現代教育
、界に於て最も要請されているもの０一つはこの型０研究で恥って近代科学０最も近代的寄輿を明かに
　する真０激育哲学の発展はかくして、もたらされるであろう。哲学的方法は学級０ある種の方法並に
　手続０評価に重要な位置を持っも(Zﾆ)である。こ０良い例はキルパトリツタに依るタルトこ／プランやウ
　ィネツガプラン０評価０中にも見出されるも０である。たS:この種の研究法は凡庸な研究家に取っ
　ては他０如何なる方法よりも価値乏しくより多く危瞼を持つものである。資料蒐集に於ける哲学的方
　法と主観的要因０使用０例を加えて三つその外に引用してみよう。フィリップ、コオクスはカリキュ
　ラムー適応(中学)０中で当代０実践活動を哲学的に解明する為０一一連０質問を発している。ルーミ
　イスはク学校施設費評価０技術力０中で学校施設費評価０テスト方法の基礎として信頼性適切性弾力
　性簡明性の四規準を用いている。カエノオンは、英語教師０為の書字語彙０テストで英語激師の為(Z）
　　リタラリー､ボキャブラリー､テストに用いられるべき単語０選定に於ける特定規準を使用している。
　語彙テストの中に含まれるべき単語０選定に主観的型の方法を取っているも０である。
　　　｢麿史的並に法規的０研究方法｣‐恐らく歴史的研究方法は過去四､五十年の間最も厘々那いられた
　方法である。文書資料研究を主力=る手法とするものである。この型の研究問題はこの名前の指示する
　如く歴史的材料を取り扱うものである。これはある歴史的事実を発見したり特定の型の学校０発達Ｏ
　跡づけをしたりしようとするも０である。この種の問題に於て特別重大である方法上の問題点が存し
。ている。第一のものは資料０信頼性に関係している。汪｢｣刷のすべての記鋒が信頼し得るも０とは限ら
　ない。記録は学校委員会０会議録の中の記事であったり指４主事の報告であったりするからしてテス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(41)
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トされその正当性で吟味されるまでは事実として受取り難いものである。先づ第一に文書資料それ自
休が純正であるか否かﾐそ０文書記録が書かれたと信ぜられる時代に書かれたものか否かと云ふこと
が確かめられねばならない。若しも純正である事が発見されたならぱそ０記録は出来事の事実記録で
あるか又は発生した出来事にっいての研究者の意見であるか否かが確かめられねばならない。意見又
は観察は価値あるもりで屡々事件を確証するものとして役立つがそれは決して事実の記録と同様に価
値あるも０ではない０である。証人又は同時代０人の意見ぱ特にその人が訓練された観察者であれぼ
証人又は同時代人でもない人の意見よりも逢かにより価値のあるものである。すべての資料が集めら
れ吟味された後も、そ０解釈ど推察０適切性と妥当性の問題が残っている。資料はあくまでも事実は
事実として処理し別の意味づけを附加して解釈しないように大いに留意すべきである。事実より論断
をなす際には非常な注意と蔽正な公明性が必要である。こ０研究技術に通じていない場合、専間人Ｏ
助言指導０便宜が望めない場合に歴史的研究方法をとる０は賢明な方法ではない。クロフオドはク研
究方法／ｼの中で以下０如く純粋の歴史０分野に特に適用すべきこととしてのべているがそれらは激育
問題０解決における歴史的方法０使用にも大部分適用出来るものである。
　　（1j）歴史的遺物は知識の部分的源泉であってそれらを基本にしてその当時の出来事がっくりあげ
　　　られる。歴史家は彼が発見し得る遺物はすべて使用する。（肖像武器伝説文書覚書等）通常歴
　　　史家の資料０大牛は記録された形０ものである。
　　（幻以下の如き事柄を決定するために資料の批判をすること。
　　　（ａ）資料が本物であるか、偽造物であるか。
　　　（b2〉誰がをれを書い六=か一彼は愚人か悪者であったか。何時彼はそれを書いたのか又何処で。
　　　　偏見を持っていたか又は公正であったか。彼はその事件を充分観察する機会を持っていた
　　　　か。彼はそれを事件当時に書いたか、それとも数年後に書いたのか。
　　　（ｃ）その事件に関する違った報告は完全に食い逞っていたか、又はそれ等は互に資料の借り合
　　　　ったものであるか、両方共第三の資料から借りエ来たも０であるか。
　　(3)事実０決定、相異せる資料泗吟味され評価された後に歴史家は次に事実０決定に最善をつく
　　　す。事実０為０歴史家の標準ば二つ叉はそれ以上０独立の資料が同一事項について一致するこ
　　　とである。然し歴史家は二つ０別の資料が一致しても二つながら誤りであることもあり得るか
　　　ら非常な注意をせねばならない。事実の決定の過程に於ては多く０考慮工夫すべき問題が残さ
　　　れている。
　　（４）ある論理的計画に従って事実を分類し歴史的物語をかくこと。・
ダリチェルとストウトは中等学校に於ける問題の研究に歴史的方法を･用いた。歴史的方法を使用する
ことに関心を持つ読者は教育史に寄呉するところの二人の書物を注意して槍討すれば価値ある収獲を
得るであろう。エドロード･は公立学校学校監理に関聯する法則を発見することに関心を持つ人々の為
０ガイドとして秀れた書物、「公立学校管理に関聯する法則の発見法」を出している。こ０本は教育
実務者に有用な学校問題に適用できるところの法規研究の技術では最善０も０であろう。法令及び判
決法が共に扱はれている。勿論激育立法を取り扱ふところ０調を０数多くに用いられる手続を注意深
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５）･
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く吟味し研究することは、との型の訓査に関心を持つ読者には｡高度に望ましx／ヽことである。
　　「比較調を法」－こ０方法０技術は経済学及び吐会学０社会科学から大いに示唆を受けている。シ
イヤースは経済的科学的影響は近来の敦育における調査迦動の急速の発展に関係するところ大である
と云っている。シイヤーｘのこ０調査技術論は最も包括的で適切な処理法を示すも０である。シイヤ
ースは学校調査の性質及び機能、公立学校に於ける調査の機能の論述、典型的の調査問題のリスト、
示唆的であり有用であるところの選定された調査報告の解題等を含んでいる。資料０蒐集の調査技術
の使用は屡々哲学的歴史的質間紙法の亦統計的方法を含むかも知れないと云う事はよく認識されねぼ
ならない。事実に於て資料の操作処理に於て統計的方法に訴えないで適切な調査をなすことは事実上
不可能である。中等敦育全国研究委員会は資料蒐集０調査方法について簡明適切な記述をなしてい
る。訓査法の目的は出来るだけTE確に客観的に数量的に学級学校学校系統を記述することである。そ。
れは晋通相関関係をさぐり出し、原因を指示し改善を示唆するものである。調杏法は厦々資乍Fの妥当
性を決定するに歴史的方法を用い目的及び学習成果を分析するに哲学的方法を用いるも０である。そ
の性質上、他の如何なる方法よりも統計的方法をしぼしば使用するものである。この調査法の型の主
･要困雛陰以下の如くである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥
　　（１）信頼すべき資料を得ること、意見と事実０間の相異をよく判別すること。
　　０!｡）適切な材料を選定して具に重大である諸事実、諸要因と有川でない小さい事柄とを区別する
　　　　こと。
　　（32〉観察された事実と測定された結果とを学校又は地方の特殊条件に関連させること。即ち地域
　　　の要求と条件を考慮して条件と結果を解釈すること。‘
　　C4}特殊な学校に適切である比較０標準を選定すること。
　　C5)時間と場所に密切に関連している事実又は条件と因果関係とを区別すること。
　　（6j）研究された事実と条件を正確に適切に記述すること。この型の調査に於ては非常な注意がす
　　　べて０段階に於て払はれねぼならない。多くｐ価値を持つべき研究は信頼すべき資料を得るよ
　　　　うに注意しないために価値のないものになっている。事実は入手されねぼならない。単なる意
　　　　見０みでは充分でない。そ０ような意見は注意深い識別力で以て評価されねばならない。現実
　　　　的の事実を入手する０は多く０時間と持続を必要とするがこれがなされないと調査は価値０な
　　　　いも０となってしまうものである。事実を解釈したりある種の影響０原因にっいての結論を構
　　　　成するに特に注意が払はるべきである。資料を蒐集するに調を技術を使用する研究に於て多く
　　　　の比較をなすことは可能である。以下の要約は検討中の学校組織の現況に関んする結論に到達
　　　　するになされるある比較を示すものである。
　　　（ｌ）現在の条件と以前のそれとの歴史的比較゛
　　　（２）地理的配置　　　　　　　　　　　ぺ
　　　　　Ａ、検討中０学校組織以外のそれらとの比較　１、国立　２、府県立　３、市町村立
　　　　　Ｂ、嶮討中の組織内の比較
　　　（3j）機能又は奉仕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６）
? ? ? ? ? ? ? ? ?
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　　　　Ａ、部門叉は教科の間の比較
　　　　Ｂ、幼稚園、初級中学の比較　･｀
バターフイルドは資料蒐集０こ０技術に関心を持つ生徒には大いに為になると思はれる学校調告の痛
切な批判を書いている。彼は学校調査は学校の正規の仕事を妨げたりするものであり、学校休系の吹
構いじりに関心を寄せる研究家に依ってしぽしばなぎれるものであると云う見解を示してい心。こＯ
批判は過激とも考えられるが又一面調査法の技術を用いる人０注意を喚起するものである。モユヨー
ク、イリノオイ、アイオア、カアリイフオルユヤ０学校系統の経済状況を研究するに調査法を広く用
いた教育財政審を委員会の重要な仕事は注目されるべきである。こ０包括的研究は十三冊で刊行され
たがその数巻は特に調査技術の例として０べられる。勿論そ０ような研究は亦統計的技術のよい例証
に’もなるも０である。比較研究の例としては例えばウイリヤム、ラーｙド０ク欧米に於ける激育過程
０特質４これは米国と英国、独乙、フラこ／スの教育０比較論である。もっどもその中Ｃ結論の妥当性
に関しては若干の批判が見られる。
　　「質問紙法と面接法」一質問紙法は種々の｡知識を蒐集する手段「特に青少年に関するもＯ」）として
質問紙技術を用いたスタｙレーホールに依って汎く激育界に用いら‘れるようになって来た。知識を蒐
集する為の質開法は屡々濫用されすぎた０で為に研究技術として悪評を得ている。然し質問紙法に依
って経済的にあっめられるある種０知識と事実的資料が存することも考えねばならない。面接法及び
個人的観察０如き他０方法に依って０このような知識の蒐集は時間と経済０浪費である０で実際に使　’
用出来ないものである。ドローは以下０如く質問紙法０使用における不利谷を指摘している。ク質問
紙を途られた人０三分０一は回解を寄越さないものである。又質問者は自分０理論に合う報告を選び
やすい傾向があるのみならす亦質問紙を記入する人０側にも自分が期待しているものを質問者に呉え
る傾向があるので報告は偏見を持っているものである。又偶然的記憶は科学的事柄の処理の拠所とす
るには除りに変り易いも０である。質問紙法へ０最も共通０批判は恐らく分配され六=質問紙の断片Ｏ
みヽがかえって来る０みであって為に見本が不正確であると云う事である。ハーバート、エ、ツープス
は分配した質問紙093バーセｙト０回収が可能なような方法として一連（Z）追求０手紙を書いた。ワイ
リイーは質問紙法０手段に依って得られた知識０信頼性を明かにするある資料を提供している。彼は
質問事項０作製に際して簡明な作製原則でなされるならば学校質問紙法へ０解答は相当信頼し得るも
０であると結論している。
　　（１）熟知された事実及び日常経験に関して０み簡明な言葉で質問すること。
　　（幻公正に多く０質問をなして若しも可能であれば解答０中０意見０ある種の一致に依ってある
　　　非常に重大な点が決定されるようにそれ等を組織立てて訃くこと。ある孤立した陳述に依拠し
　　　ないこと。
　　（３）充分大多数の個々０人々に質問をなして判断及び陳述の誤診が調整され相互に修正される機
　　　会を持ち全休としては相当頁実に近接したものになるようにすること。中等教育全国研究委員
　　　会は質問紙法を用いる公立学校研究者に警告を発して居り贅料蒐集のこの技術を使用する際Ｏ
　　　準則をリストしている。第一に質問紙法は屡々ある他の方法でよりよく入手され得ると考えら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　７　）
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れる知識をこの方法で得んとする怠け者の方法であるととが屡々である。書斉の扉かなところ
で腰かけて他人に質問を投げかける０は容易なことである６然しこ０ような方法はそれを盆ら
れる人々の時間と精神の非常な浪費であり又これらの質問紙はくづかごの中へ投げすてられる
ので作製者の時間の浪費であることしばしばであろ・峰し１:、研究者が他の場所に解答を見出
すことが出来る時に他人陀f個答を求める質問を途って時間をとらせる権利はないものである。
又他人にその人又はその大の学校に価値もありそうにも思えぬ仕事に貴重な時間を浪費さすこ
とは出来ない。それ救に自分が欲する資料が決定された後にはこれ等０資料が印刷された報告
を通して入手され得るものか否かを知るためにすべて０利用し得る素材を通して探求すること
が必要である。すべての利用し得る材料を研究しっくして恂且つ質問紙法に依るべきであると
感じた時には次０注意事項をよく守るぺきである。
　　（１）質問紙は出来るだけ簡約にすること。一頁の質問紙は２、Ｓ又は４頁の質問紙よりも
　　　歴々より多ぐ解答されるものである。
　　（幻質問紙はチェック又は最少限の文字又は数字０記入に依って解答されるようにまとめ
　　　ること。　　　　　●●
　　（３）間隔に注意すること、回答の為に充分な紙面を残しTCおくこと。
　　（４ｊ実際に用いんと意図する知識をのみ求めるとと。多く０質問紙法０大部分は決して用
　　・　いられず箪に研究を邪魔するに役立っのみである。
　　C5)各質問はそれを答えるすべての人々に同一の意味を斉しく持つように構成せよ。そし
　　　て若しも必要であれば用語の特殊の定義を呉えるこ占である。　　　　　　　’
　　（６）質問紙は事実を通常要求すべきで意見を求むべきではない。事実を要求する質問はそ
　　　うでないものに比してより多く解答され記入する人０時間をとることも少くより信頼さ
　　’れ得るものである。
　　（７ｊ牛lj断又は意見が求められた時に質問は熱情及び意見に立脚せる独断的の回答を排除･し
　　　反省的思考を確実に行うように仕組ま･れるべきである、出来得るかぎり判断の為０客観
　　　的証拠が要求されるべきである。
　（８）すべて質問紙が発盆される以前に以下ｏ如き段階が取らるべきである。
　　　（ａ）作製者に依る非常に注意深い雛成と使用さるべき形成への熟理
　　　（bj）忠告と修正の為にある専門家へ途附すること。、
　　　（ｃ）激員又は直接関係のない人に試行してみること。-
　　　０り質問紙が途られる者と出来るだけ同様の近い大のグループに修正された質問紙を試
　　　　みヽること。‘こうした試行は歴々質間紙が現実に回答を求めて途附される以前に修正さ
　　　　れ得るところの質問紙（zﾆ）記述の不正確、曖昧な質問、その他の望ましくない特長を示
　　　　してくれるものである。
　（9j）各質問紙は明白で読み易いものであるように注意すること。
　（10･）常に調査の目的を明白にのぺること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　８　）
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　　　■fll)研究者の名前と住所を明かに質問紙に記入されて｡いるか否かをたしかめること。
　　　　（122）質問紙に記入する人が自分０地位、記入０日附をなず場所を設けておくこと。
　　　　CVi)資料を提供する校長が集められた資料の写しを持ち得るように一部余分をやること。
　　　　（14j）質問紙と研究者０住所を書いた封筒を燈ることは良い結果をもたちすであろう。
　　　　(15)研究の結果０写しを質問紙を記入する各自に途附すること。
以上の要約で大体緊要な点はっくされているがその他にウォード、ヂ、リーダーはク論文０書き方／ｼ
の中で質問紙法使用の際に守らるべき原則原理０リストを書いているが之は参考になる。又資料ｐ蒐
集に質問紙法の技術を用いた若干０近来の研究を参照することに依って得るところが多いであろう。
こ０方法は兄童の読書０興味訓を、児童０遊戮行為調査、習字教授における実地指導調査等に用いら
れて来ている（その他英才兄遅進児処理０方法、一般科学材料の包括的読書から０価値、現代外語教
師の訓練、分教場、合併激場等の調を）
ある事例においては質問紙の資料の正確性を通信口頭質問面接、直接観察の種々６手段に依ってチェ
ックすることが出来るも０である。勿論これら０方法は書かれた質問紙とは独立に亦用い得るも０で
ある。サラア、エム、スタウトヴアントとハリェツト、ヘイズは有効な面接法について論述しその予
備段階面接法の過程技術を語り図書解題を含ませている。シュウルターは通信観察面接をなす為のあ
る種の規則をリストしている。
　　「統計的研究方法」―今迄記述した各種研究法も亦統計的研究法のある局面の例証である。”事実に
於てシモッドはすべての研究は統計的研究方法の使用を含むと主張して居りク激育調を０技術課程／ｼ
の中でよく統計的方法０性質を簡約に記述している。すべての研究は統計的方法の使用を含んでいる
と云う主張に対する強い反対は一部は統計的方法の本質にっいての誤解に起因するものである。多く
の人々にとって統計的方法は相関係数、正常分配曲線減少相関平均錯差等を意味する。又複雑な公式
計算方式ギリシャ数字等を連想する。然しそうし衣=ものではない０である。統計は特殊問題の解答及
び一般問題の解答に於ても共に研究に用いらるべきである。人は数字を用いることなしに正確な観察
をなすことはできないも０である。簡箪な平均は統計的方法Ｃｒ-部である。人は統計の仕事をなすＯ
に困難な又は複雑な事物をなす必要はないも０である。一般化は一事件を基礎にしては抽出されな
い。二つ又はそれ以上０事例が含まれて居り正確な観察か用いられた時に資料０ある特長をもたらす
ため池数字を織り込む必要が常に存して居りこれら０も０が統計的方法と称せら柊るものである。歴
史的叉は法規的研究ですらも統計的方法を要求する。統計を洽用することに熱心加入は学童や各種Ｏ
知的活動を画一的に処理すると云う非難がなされる。然しこの批牛似実に根拠のない事である。測定
の問題が注目され測定０統計的処理が使用され始めて初めて個人差が明白に認識され始めたのが事実
である。近年に入って初めて人格性が容易に特立して明白にされたのである。・もっとも統計は思考Ｏ
新しいそして力強い用具であるけれどもある種の危瞼は諸事象の分柝にこの手法を使用する際に伴う
　　　　　　　　　　　　　　　　Ｊ●　　　　　　　　　　　　　　　●･
も０である。ク教育調査／穴
易い誤りを特にのべている。統計技術に囚れると時に失敗を招致する。統計的方法に影響されて我々
０思考は弾力性を失い硬化し形式化することがある。我々は測定をなす際にその分柝を正確度、明確
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９）
56 高知 々研究報告　人文科 第２号
度を信頼する。こ０事はある程度迄は望ましいものである。然し亦人間０思考範囲にも広Ｖヽ幅があっ
て現在０ところ正確にされないところや統計的方法に依って達せられ得ない領域がある。そうした分
野にまで統計を主として用いて処理せんとすると反へって不幸を招く。
　　「実験的方法」一多く０困難な諸問題０解決に期待される研究法０一つに実験的方法がある。･実験
的研究法を基礎として科学としての激育学の窮極的決定がなされるものである。教育に於て未だ解決
されていない実験的問題は無数であるが堅実な研究の端緒が開け始めている。シカゴ大学に於ける員
球運動映写技術０利用に依って読書算数外語教授に大なる進歩が見られた０である。ドローは実験的
方法０歴史的発展を記述しその中にヂームス、ウツい
転移に関んするヂヤツド０もの、エビンダハウス、ブック、ブライアン、ハアーター、スイフト０実
験、学習過程を扱うところのスターチ０研究等も入れて論述している。実験上の問題は･特定要因０影
響０発見を含む６こ０方法は所定０要因に手を加えて観察するもので直接操作である。歴史的０もＯ
を扱うものではなくしfて現況を扱うものである。実験法は実際に実験的要因を導入するか又は要因を
特立して取り出すかして観察し成果を評価する。実験室以外で著手する０は最も困難な形０ものであ
るが実践活動の改善には最も効果ある成果をもたらすも０である。実験法の困難は要素を､孤立化し条
件の統制をなし笑際に観察せられた結果が導入された要因の結果であるかないかを決定する事に存し
ている。実験０成功は以下０条件に依存する。（り作業問題の選地（２）そ０影響が研究される
べき要素又は諸要素を除いて実験中すべての要因要素を同一に保つようにする条件を統制する実験者
０能力　（幻複雑でなく比較的単純である要因の選定と導入　CO変化又は得らるべき結果を測
定する能力　以上０条件が相当程度確保されないと実験に費される時間と精力は大部分実りの乏しい
も０煕なるであろう。ウイリヤム、エ、マコールは三群法をあげ一群法子行法循環法と分けている。
一群実験は例えぼ一つ０事柄、個人又は集団にある実験的要因又は諸要因を加えたり減少さしたりせ
しめて結果する結果交は諸結果を評ｲ商したり測定したりするも（Zﾆ）である。例えば中学生グループに五
種類０標準読書テストを実施したが方法は回数は各々同一にし実験者が生徒に誘導する精紳的態慶を
変更することに依って子供の読書活動にと０ような影響が起きるか七決定せんとするも０が一例にあ
げられる。即ちそ０態度はク普通４クはげまし４/り拾い読みヽみ　ク助害４ク復誦/ｼ一対比較法に潜
む基本的推測は二つ又はそれ以上０ダループはすべての方面で類似していると云う事である。注意深
く条件を粒制し単に一つ０条件だけ変数にしてなき測定すんとする条件変化（Zﾆ）成果を得んとするもＯ
である。例えぼ知的能力と学問的成績０等しいニ群０中学生は単独読書と同一材料（Zﾆ）二度読みと０比
較結果０決定に用いられた。一群は材料を一度読んだが一対０比較群は同一激材七二度読んだ。両方
共読まれた材料の了解０程度を測定するも(こ)として同一テストを受けた。ロオテーショッ、グルー
プ、メソ＝ドは二つ又吽一群法０組合せと云えるであろう。或は若しも種々０ダループが等しいもの
であればワングループメソードとパラレル、ダループメソード０組合せであるかも知れない。例えば
後者の例をあげると激科書読書と参考書読書ｏ長所の研究に用いられる。八題目が実験ｐ目的の為に
選定４れた後にグループ４は響定せられた最初０二題日について教科書読書９みなすことを許され
た。一方グループμは同Ｌ題目にっいてそ０上の又は補充の読書をなした。二群はダル、プＡが補充
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読書をしグループＢ･は箪に皺科書読書のみなすように第三第四〇題'目の読ll方法を交換変化した。と
０方法ぱ一対比較群は第ヒ第四第六の題目の終毎に方法を変更するよりな仕方で持続せられた。かく
してこれらのグループは実験の町中三度方法を変更した。毎回比較粒は読奢方法を交換するものから
再られた結巣はす
シ,ヨンメソ｀－ド･
(駄科書丈は補
える可能性がある知
れても常に他０群よ
その優秀性の原因を
　　「事例研究法」－
憾異常兄英才
前のテストから得もれた資料にりいてのI扮証として役立七）も０である。ロオテー
能む基礎についｔ等価であつ七而も勤勉文ぱ￥智初慣の如き放制さ加樽仮翁因が
材が用いられる際忙）読書材料を理解ずる時のあ芯優秀性を一うのグループに呉
等０問題０解明に有効である。然し補光読奢をなすダループが読書方法徊変更さ
りも優秀であることを示すな６ばその場合は用いられ'る方法又は読まれる材料に
帚すことが出来るかも知れないの'忿あ糾
屏例分析０方法は敏育界に於て極めて有用なものとなりつつある。近年との技術
及び指導種々の型の犯尊兄、問題兄の研究把用いちれて来た。・（をめ他
学校菅理特殊才能特殊･欠陥知的身休的成長学校法規の研究）との価値ある研究方法の使用忙際しで激
育研究家は法律医学歓会奉仕軍事科学０分野に於ける研究家０指導を受けた６講義及び駄科書読書Ｏ
形で抽象的理論を翠に処理する代りに法律研究生がなす如く研究中の激育朗仙を例証するが如き実際
的事例に対処するも０である６すべて０学童を一様なも０として取り扱う代りに聴明な校長及び激師
は研究中０児童生徒にかんするすべての利用し得る知識を蒐集するIも（と）である･。そして亦そりｆりな
知識の基礎０上に諸困難を診断し医者が自分０患者忙対してなずが如く矯正方洙を導き出じて来るも
のである６公立学校実務者の多くは間題兄研究にこの技術を適用しようとするものである。近年一般
に使用されるようになって来た研究方法の一つは事例研究である。との方法は歓会事業のある方面に
於て最も早くから行はれて来たも０で個人に関する信頼すべき資料を得ること０困難と問題０診断Ｏ
複雑性から起きて来たものである。あらゆる駈育問題は牡会的問題であり早晩個人を扱はねばならな
いが故に騒育に於て事例研究は重要な場所を占めるようになって来た。現在最も履々所謂問題雄例に
用いられるも０である。即ち種々の理由の為に適当に適応出来ないそしてその結果としてトラブルを
引き起し学校から睨落しそうな生徒０研究に用いられる。もっとも、こうした問題事例以外にも即ち
そうした問題以外の兄童を研究し彼等の問題を診断するにも用いられる６ヘンリー、シ、モリソンに
依れば事例研究の含むぺき項目は微標、桧査（健康、駈育上、知的）健康歴、身体歴、学校歴史、家
族史、社会歴、社会的接触、診断、処置である。ピ、ダブリュー、バーＬイスは「騒授の研究の事例
法Jo巾で激師訓練に於て講義及び駈科書にｏみ依拠するよりもむしろ事例法ｏ導入を強く主張して
いるｏｊ皮に依れば法律研究の場合と同じく激授上の問題を例証する激授の報告事例を騒師は研究すぺ
きである。現在事例研究技術は生徒ｏ指導助言に主として適用されているがこれの例証にはリイービ
スｏもｏやブリュウルスの書物があげられる゛。ウイリヤム、クロード、レエビスは事例研究が激育界
に採用される以前に他の分野に於てその技術が如何に発展したか、補導助言へのこｏ技術の応用をｏ
べ九つの問題事例を詳細に記述している。レエビスは個人ｏ事例史の項目として歴年令知能気質そｏ
他の精紳的条件身休的条件道徳的性格行為帽4=n娯楽激育職業記録家庭事情近隣事情をあげドローは激
育に於ける科学的方法で資料蒐集に）事例研究法を要約して居るがこｏ方法の彼の論述は問題兄童ｏ研
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究への応用としてあげている。多く０事例－読書、問題兄童、優秀兄、天才兄、知的異常兄及び欠
陥、青少年､-精紳衛生、性格特殊才能欠陥、・理学級監理歌育行政農業激授等の諸問題０処理に事例
研究０技術が用いられ●て来ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　　「職業分析活動分柝及び歓会調査法」一活動分析の技術は学校に於て如何なる活動が強調さるべき
かを決定する神助として声業界に発展した技術にそ０発達を負うところが多いも０である。活動分柝
法はカリキュラム内容の選定に最も厄々応用･されて来ている。学校歌育計画０中にすべて（Z）知識を含
ませることは最早や可能な事ではない０で活動分柝は激材の選定は稲々０学科の歴史的重要性、激科
書０著作者０意見哲学者０発表当代学校０実務に関する意見の一致　委員会の勧告等０基礎に立脚す
るよりもむしろ歓会的要求を基礎にして決定されるべきである。活動分析法０適用｡は普及して行って
図書館員、薬剤師、激師、歓会的要求又は綴字算数文法○慣用法の調を等が見られる。ドローは「歌
育に於ける科学的方法」クロードフェルプは「カリキ４ラム樹成」で研究方法を要約している。ダグ
ラス、ウェプルスは「大学級の激授問題０定義JO中で特殊０激授上の困難を決定する手段として面
接法を取り入れた活動分柝法を記述している。ウェプルスは中学０教師が当面する424 0典型的困難
を発見した。その他の研究家は活動分析（Z）方法を槌々の領域に適用した６例えぼダウリュウ、チヤタ
ー０「秘書０義務と特性０分析」では秘書の義務　その他調剤学のカリキュラム･、性格発展、激師Ｏ
活動　中学カリキュラム　読書指導０困難等０分野に事例研究が適用せられている。フランタリン、
ホビット０「カリキュラム構成法」「カリキュラム調を」はこれをよく扮討することに依って具休的
に事例研究０技術を明かにするであろう。ホビット激授は数多く０大学院学生の協力を得てある種Ｏ
カリキュラム調を０技術を論述しているがそ０中でボヒットは自分の基本的見解をのベカリキュラム
研究の方法として且つカリキュラム構成０ガイドとして活動分柝法の技術を特述している。カリキュ
ラムは歌育哲学獣育思潮で以て決定さるべきであるとなす批牛偕は活動分柝法を非難するであらう。
大曲行為ｏ最高ｏ且つ最も望ましい水準に迄到達しｔいる個人は相対的に僅少であるので歌育の組織
は人間０素質と環境０許容するかぎりすべての個人をして最高水準迄高めようと求めるであろう。カ
リキュラム構成者は所定０グループの活動水準の決定０為に異る能力グループの活動を分析せねぼな
らない。幼少期０活動とすべての成長水準の活動が特定の年令又は成長水準に適切である活動は如何
なる活動であるかを決定ずる前に分柝されねばならな･い。とは云え兄童は何をなすべきかを決定する
為０ものではなくして人生０初期の段階に於ての正常な活動を決定するに補助を呉える為に出発点と
しては人間活動を分柝する０は望ましいことである。人間関心の主要領域の研究は1919―21年にまた
がるりーダースガイド定期刊行物にリストされたトピックス０頻数の桧討同期間中新聞０各やZ）トピ
ッタに振り向けられた欄の広さの研究、百科ブリタユカに於ける各トピックにむけられた欄の数の分
柝、１万円０頻数で用いられた英語を使ったトピックの分類、リイタラリーダイヂェストに扱はれた
トピックスの研究等に依って行はれた。善良０市民の義務と特性を決定する為に新聞記事雑誌記事Ｏ
市民性にかんする記事、面接法に於て表現された指導的市民の意見（Zﾆ）記事を分柝することに依って各
種０努力が行はれ六=。市民欠陥及び引:会０欠陥が新聞及び雑誌０記事０吟味に依って行はれた。労仙
定期雑誌の分柝に依って決定せられた。又是認されたり非難されたりする人間行動の特長を発見する
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、為に論文の研究が行はれた。書物雑誌礼儀０書物０論究が是認せられた牡会的行動を決定する為に用
　いちれた。成人０文字上０欠陥が新聞原稿０分柝に依って発見された。五つ０一般雑誌と三つ０通俗
　科学書物０ランダム、サこ／ブリンクの科学記事が通俗科学に用いられる数字を決定する為に研究せら
　､れた。年令暦を異にする人０遊戯活動が自発的に行はれた遊戯活動０包括的リストにチェックを各個
　人にさせる事に依って見出された。詩０学年配当は指導要領、英語激授０専門家に依って書かれた書　１
　物０分析に依って研究された。もっともトピックスが現れる頻数及びそれらにむけられる紙面の広さ
　は必ずしもそ01ヽピタス０相対的重要性を確実に示すとは限らないものである。然しある種の1ヽピツ
　タスはしぼしば論義されると云う事実は人間の主要関心(Z)事項を示すも０でありそれ故に激育にとっ
　て重大性を持つ事柄である事を示すものである。少くとも頻数は種々０分野の人腸関心を評価する際
　に用い得られる触知し得る証拠物０一つである。カリキュラム構成０ガイドとしての活動分析０研究
　方法は多様である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和26年９月30日受理)
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SUMMARY
Teclmiques of Educational ]Research Available fdrtrie･ Collection of ]Data
　　　　　　　　　　　　　by　Lppei　Okamotg
　　　　　　　　(＆･必ａｒ ｏ/'？?９がcs, JidmalioiiFacuUij,尺肩iぴ届･ａ的)
　rWIiat are Data?〕Obviously, after　山e　problem　for invesligalion has been Se!ected
anfl defined, a decision must be concervjng the selection of ａｎａ･ppropriale technique or
meiliorl to be used ;ｎ the collection of riala.
　〔Teclijijqnes available for 小e collection of 混la〕
　Monroe and ＥＩ!gelhart have prefererl a valuable list of references which rUusirale the
various lechiiiques or inel'horls of erkicalioual research available for 仙e collection of
subjective aarl objective data.
　Alt hoi!gh　Symomi's　point　is　゛･ell　t“k印　明ld　while　all　research　does　have　ce山山ｌ
elements Jn comi!ion. there seem゛ to be s?t'icieat justification　in 山e rｏｈ!1 0f differeり'
Ijated moflei of procedure employerl ill the colled ion 0f htら　ａ)ｒ fliscLisり≫glechaiques
of reseiircli iinrier ilie following headings; pliilosopliical, Iiisiorical, sin-vey, qiiestjonnairら
statistical,　peril!nental,　case study,　叩ul “ctivity analysis. It may be repealed Ihat when
stuilies are cited as jlluslralioii of a parlicular (ecliniqiie of investigation in Hie collection
of fla(a, thy may iji arldition represeul other techniques of research.
　[Phjlosophical all〔1oilier subjeclive niediocls ot investigation]
　The use of the pliilosophical methorl in the solud'oii of erlucational problems was　much
more common in Ihe early d町s of erlucalion than lo-day. This was　ａ　rather　natural
coiiseqiiejicc of the lose relation between erliication 0ｒ perlngogy “nd philosophy;　in fact
erlucatioii may be consider・卜an offや00t of philosophy ajifl'jn ａ，number of smaller
inslit?ion work i!l psychology, erliicatio馬匹d philosopliy is offesed in 川ld by Ihe Same
depart menl. Today many sliide?s aurl workers liave come lo　flispule　ol' question the　use
of the philosophical method in (he solution of educalional proplems. lji Spite of the
conflicting views HOW current wi( li regafrl to the place of pliilosophica) mel hods in the
SOhllJOn 0r educational problems, import a?ぺontri billions 10 educalioual 川eratiire have
been made by (lie use of procedures wliicli“re pri marly of r1 subject ive nature.
　〔liislorJcal and legal me I ho函of research〕
　Probably tl!e liislorica! Mel hofl of research ｗ“s employむ(1 1!lore frequently ill erlucal'Oa
a rlecade or two age than at present. Howeveら if the popularity of the historical methorl
has wanerl, legal research in erliication, wliicb reset!ibles hislorical investigation very losely
or may even　be considerech a phase of historical research, has sho゛ｎ“ ｃ.o゛｢oesponcl｣11g
increase ｍ popularity over the Paine period of time.
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　　The purpose　ot･ historical research is 10 clptermine ｗ!lal･weal　ａｃt°lly took place in
past ゛ld to discover Iheir causes ajirl effects.　Some of (he out standing steps in the
procedure involved in historical research may be summarized　briefly as follows･
　（1）　Finding historical rem.ains to use as partial sources　of information fΓom which
to make out a compleie picture of wliat happened･
　・('2)　Criticism of the Sol!rce in order (0 determine such things “S the t'oUowiog （゛）
Whether it is genuine 017 forged (b) Who wrote il-wliether he was biased or fair-minded;
■whethe゛ be had good opportunity t0 obset-ve tlie event;　Whether by wrote his repo゛t ゛t
the Mine or years?terwardﾀetc･(c) Whethe゛ the different reports about the event are
completely sepaはle “lKl iarlepeaclenl 017 whether they were　borrowed one　from Ihe otiier,
or both borrowed from ａ Ihird son rce.
　　（3）　Establishment of facts.
　　( 4 ) Grouping facts accordiag to some logical plan and writing “ hisorical narrative･
　・〔The Comparative and survey method]
　lトI!lust be recognized thai･ the ｕ§eof the survey technique in 口le collectiou of data
may frequently involve die philosophical, historical, questionnaireﾀand statistical methods;
in fact it is virtually impossible to conduct an adequate survey without resorting (0
statistjoal pro(?edures i“ the l!゛nipulalion of data･
　　This essay lias described iμsol!le detail the Various tedﾘliques of educational resear‘ch
available for the collect］01･10t’data.
　These techniques are: phjlosophical and other, subjective methods,　bislorical "and legal
皿elhods, comparalive and survey l!lethods, - quest iouiiaire-correspondence and interview
inci hodﾀsiatistical　met hodsﾀ　experimental　met hods,　case-stu ay　met hodsﾀ　゛ld　aciivily-
' analysis　aud social survey l!lethorls.
　　Reference Book :
　Walter S. Monroe ゛ld Mox D. Engelbarl: The techniques of Eduoatio皿1 Research･
　Carter Alexauder; School SI“tistics ゛ld publicity･
　Perc?ival M. Syl!lonrls,“A Course　in the technique of Educat･ioual Research”
　William A. Mc-Call; "How to Experi menl in edncalio n”
　Jesse B. Sears “The School Survey”
　Franklin Bobbin “Curriculum‘Makiug in for Anjelcs”
　Arihur Kirk゛'ood Lool!lis“The Technique of Ｅりi mat iag School Equipment Costs”
　Carter Ｖ. Good; "Ho^v 10 do research in Education” ’　　　　　， 。
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